





























 Relations of Fears of Emotional Touching and One’s Own Looks 
to MPI in College Students
Tatsunori EBARA and Naoki SHIBAHARA
Abstract
  The purpose of this study was to investigate the relations of fears of emotional touching 
and one’s own looks to MPI. In total, 114 college students (57 male and 57 female) took 
part in this study. Participants were administered MPI and a questionnaire measuring the 
tendency to fear emotional touching and one’ own looks. The results showed that there 
was a significant negative correlation between neuroticism and both fears, that there was 
a significant positive correlation between extraversion and both fears, and that the level 
of fears of one’s own looks was higher for female students than for male students with no 
gender differences in the level of fears of emotional touching.
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に全対人恐怖症患者のほぼ 3 分の 1 を占めて



































や緊張感が高まり発現する（笠原 , 197213）, 











れている（木村 , 198215）; 永井 , 199416）; 堀井・































































とってみると、E 尺度と N 尺度（r = － .196, 





　MPI の 9 つの判定カテゴリーと各カテゴ
リーに含まれる学生数およびその比率を表
2 、表 3 にそれぞれ示す。全体的に見ると、




表1　 MPI の各尺度における男女大学生の平均値標および準偏差（SD）と t 値（性差）
男子大学生 女子大学生 t 値
E 尺度 24.51（11.73） 24.14（11.87）  0.167
N 尺度 24.68（10.85） 27.33（11.24） -1.280
L 尺度 11.86（ 4.29） 12.28（ 5.24） -0.469
*p < .05, **p < .01
江原　辰典・柴原　直樹
－112－
表 2 　判定カテゴリーの名称と得点範囲および理論的人数比（％）（MPI 研究会編，196923）
E 得点
0～18 ( － ) 19～29 (0) 30～48 ( ＋ )
N 得点
 0～18 ( － ) E－N－(9.5% ) E0 N
－(11.8% ) E＋N－(9.5% )
19～29 (0) E－N0(11.8% ) E0 N0(14.7% ) E
＋N0(11.8% )
30～48 ( ＋ ) E－N＋(9.5% ) E0 N





－ 10 ( 8.8% )  4 ( 3.5% ) 17 (14.9% )
0 10 ( 8.8% ) 14 (12.3% ) 13 (11.4% )
＋ 16 (14.0% ) 13 (11.4% ) 17 (14.9% )




1 2 3 4
友達と雑談ができない .962 -.234 -.041 .093 .767
授業中は苦にならないが、休み時間に友達と二人だけになるのは嫌だ .772 -.085 .114 -.111 .526
食事をしながら話すのは嫌だ .621 -.121 .328 -.071 .505
三人以上ならよいが、二人だけで話すのは苦痛だ .620 .086 .136 -.018 .545
近所の人の会っても、挨拶ができない .431 .052 -.031 .352 .504
周りの人から自分だけ浮いている -.214 .839 .172 -.018 .668
友達に自分の考えを上手く伝えられない -.152 .750 .079 .001 .508
友達と親しい関係がもてない .335 .665 -.173 .116 .804
自分の顔つきが人に不快な思いをさせるのではないかと恐れる -.201 .627 .273 .029 .509
友達と付き合っていても、打ち解け合えない .376 .606 -.077 .073 .792
人から食事に誘われると困る .192 .050 .578 .018 .526
道を歩いていて、知っている人に会うのが嫌だ .035 .175 .497 .061 .435
できる限り、人に会いたくない .163 .344 .420 -.034 .570
横に座っている人が気になってしかたがない -.042 .169 .404 .300 .472
見えている範囲内に人の顔が入らないように、いろいろ工夫している -.053 -.075 .217 .869 .816
心が通じあえる友達がいない -.008 .284 -.128 .462 .368
電車やバスで、向かい合って座席に座るのが嫌だ .027 -.094 .398 .428 .421
因子寄与 5.60 6.01 4.41 4.39
累積寄与率 42.1% 49.2% 53.2% 57.0%
大学生におけるふれ合い恐怖および外見恐怖と MPI との関連について
－113－
準とし、 4 因子が抽出された（表 4 参照）。
なお、負荷量が0.4未満の項目が 3 項目あり
不採択とした。第1因子は「コミュニケーショ

















男子大学生 女子大学生 t 値
全体17項目 1.94 （0.764） 2.13 （0.911） 1.216
第 1 因子 1.68 （0.900） 1.72 （0.949） 0.243
第 2 因子 2.21 （1.107） 2.38 （1.032） 0.823
第 3 因子 1.89 （0.931） 2.41 （1.106）   2.748**
第 4 因子 1.97 （0.944） 2.01 （1.109） 0.209
*p < .05, **p < .01





もっと痩せたいと思う .870 -.133 -.006 .645
食べ過ぎて肥るのが恐い .856 -.020 -.077 .650
痩せていると言われても、もっと痩せなければと思ってしまう .699 .168 .008 .651
痩せている方が美しいと思っている .625 .028 .019 .425
自分の顔や姿が気になって、鏡を常に見ている -.201 .960 -.110 .696
友達よりきれいに見られたい .289 .572 -.142 .492
髪型をいつも気にしている .107 .467 .010 .289
写真やビデオなどに写る自分の姿を見て絶望することがある .182 .450 .253 .540
自分の顔が醜いのではないかと思う -.115 .237 .815 .774
容貌で人より劣るところがあると思う .063 -.312 .787 .534
自分の顔で好きな所が一つもない -.075 -.029 .615 .321
体の一部に人より劣るところがあるのではないかと気にしている .287 .121 .431 .503
因子寄与 3.84 3.08 3.10
累積寄与率 37.4% 46.6% 54.3%
江原　辰典・柴原　直樹
－114－
第 2 因子は「美意識」、第 3 因子は「容姿コ
ンプレックス」と解釈された。
　全体の12項目および各因子における男女別
























男子大学生 女子大学生 t 値
全体12項目 2.48 （0.838） 3.17 （0.883）  4.305**
第 1 因子 2.47 （1.160） 3.63 （1.216）  5.203**
第 2 因子 2.14 （1.010） 2.66 （0.979）  2.825**
第 3 因子 2.83 （1.035） 3.23 （1.095） 2.000*
*p < .05, **p < .01
表 8 　各尺度の相関係数の有意性の検定
MPI
E 尺度 N 尺度 L 尺度
ふれ合い恐怖17項目 -.528** .381** -.134
第 1 因子 -.295** .234** -.124
第 2 因子 -.519** .334** -.116
第 3 因子 -.546** .390** -.097
第 4 因子 -.371** .313** -.106
外見恐怖12項目 -.197* .369**  -.232*
第 1 因子 -.054 .285** -.169
第 2 因子 -.048 .335**   -.267**
第3因子  -.394** .285** -.136
第3因子  -.394** .285** -.136



























































表 9 　 MPI における各判定カテゴリーに属するふれ合い恐怖および外見恐怖の平均得点
MPI
E 尺度 － 0 ＋
N 尺度 － 0 ＋ － 0 ＋ － 0 ＋
判定カテゴリー E － N － E － N0 E
－ N ＋ E0 N
－ E0 N0 E0 N
＋ E ＋ N － E ＋ N0 E
＋ N ＋
1．ふれ合い恐怖 2.11 2.61 3.00 1.43 1.84 1.94 1.48 1.65 2.00























3 が「どちらともいえない」、 2 が「当ては
まるとは思えない」であることを考慮すると、
これらの平均値は低いと言える。つまり、調
査対象者のふれ合い恐怖心性は男女とも低い
傾向にある。外見恐怖心性の場合（表 7 参照）、
平均値は男子2.48、女子3.17でどちらかと言
えば中間に位置する。このことが予想に反し
た原因の一つなのかもしれない。今後の課題
として残る。
　 4 の結果は、外見恐怖心性は「社会的に望
ましい、あるいは好ましい行為と認められて
いるが、実際には実行できそうにない」こと
に対して、素直に「できない」と答える傾向
が高いことを示している。特に、「美意識」
が背景にある外見恐怖心性に当てはまる。こ
れは、現実の自己をあるがままに受容し、理
想の自己像との間に生ずる葛藤を「美意識」
が抑制していると解釈できる。かくある「現
実自己」とかくありたい「理想自己」の格差
の大きさ故、自己概念の統合や受容ができず
苦悩することが対人恐怖の特徴の一つと考え
れば（福井 , 2007）10）、外見恐怖は対人恐怖
らしからぬ対人恐怖と言えよう。
　最後に、福井（2007）10）は、女性を調査対
象にふれ合い恐怖と外見恐怖の相違を自己愛
との関係を調べた。その結果、ふれ合い恐怖
は「自分が優れているが故に、他人と同列に
扱われることに耐えられない」という自己愛
の高慢因子と相関しているが、外見恐怖は「他
者よりも優れていたい」という自己愛の優越
因子と相関していることを見出した。今後は
性差を考慮に入れながらこの点を検討する必
要があると思われる。
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